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１．はじめに

　人間の行動の成立基盤が周囲の環境の中にあると

仮定すれば，生まれたときから自動車がある家庭に

育った子どもは，車を生活必需品として認識し，周

囲の友達の家庭でも同様ならばその思いはより強固

なものとなるであろう．近くのスーパーに買い物を

しにいくにも自動車を使うことが当たり前と認識し

ている子どもたちが成人した交通社会では，モータ

リゼーション前夜を知る人たちの交通行動の意思決

定規範と異なっていても不思議ではない．このよう

な状況では，生涯教育の観点から，交通がわれわれ

の生活に与える影響を多面的に認識することができ

る教育プログラムを作成し，社会システムのなかに

組み入れていく必要がある．ところが日本では，交

通教育は交通安全教育に偏っており，安全，環境，

社会，健康の各教育分野に目を配り，総合的に実施

していく視点が必要となる1)．

　また，環境教育は1990年代から，身近な自然を見

直すプログラムを中心として，全国の小中学校で盛

んになってきた．しかし，このような「自然は大切

です」「自然を守りましょう」といった予定調和型

の教育プログラムに対する学習効果の観点や教師の

一定の価値意識に基づいた事実の提示から，閉じた

結論に収斂させる学習のあり方に対して問題が投げ

かけられている2)3)．交通を題材として環境教育で取

り上げていく際にも，これらの指摘にあるようにエ

コファシズムに陥らない配慮が必要となる．しか

し，先に挙げたように，個のレベルでは自動車の利

便性に重きを置いた価値規範が形成されていると考

えられる現状では，その対となる個のレベルで自動

車の環境に対する負荷を客観的な数値を元に認識し

てもらい，そのうえで自動車公害対策の難しさを感

じることが必要ではないだろうか．

　そこで本研究では，道路交通公害を題材に取り上

げ，地域の大気汚染源の変遷を理解するための教材

としてＳＰＣブロックと呼ぶ教材を開発し，大阪市

内の高等学校での実践例を報告する．

２．ＳＣＰブロック

(1)交通環境教育の中での位置づけ

　本稿では交通教育のなかでも環境の側面をとりあ

げた教育を交通環境教育とよぶ．交通環境教育は，

複数の取り組みを通じて，以下を達成することを目

的とするものとする．

・科学的な知識（SSSSScientific knowledge）をもとに公

平な立場での交通に関する理解を深める

・環境に配慮した交通の態度や行動（A t t i t u d e

ccccchange and behavior ccccc hange）を自ら選択する環

境マインドを身につける

・個人が持続可能な社会の実現のために積極的に交

通政策に参加する（Civic PPPPParticipation）

　本教材は，大気汚染の問題構造の理解を深めるこ

とを主眼においているため，このプロセスのなかで

も科学的な知識の提供とその理解の補助に位置づけ

られる．それぞれの交通環境学習のプロセスの頭文

字をとってＳＣＰブロックと称している．

　ＳＣＰブロックは写真-1に示すように，対象地区

の地形をブロックで表現したものを土台に使い，そ

の上に自動車と工場の発生源別に窒素酸化物の排出

量に相当するブロックを積み上げる教材である．市

販のブロックを用いたのは，プログラムの普及を考

えて入手しやすい品であることと，誰でも親しみの

あるものを使うことで参加者が意欲を持って取り組

むことができること，視覚だけではなく触覚を使う



ことにより理解と納得を深めることをねらってい

る．また，教材の普及を考慮すると特別の知識や情

報を用いない教材が望ましい．そこで，計算は電卓

レベルで，用いるデータは公開している誰でも入手

可能なデータを対象として行った．重要な点として

今後の交通政策の提言まで結びつけようとすると，

予測の観点がに必要となるので，過去複数時点にお

ける大気汚染の状況を再現する．

(2)ＳＣＰの手順

手順1：地域の環境問題の調査

　地域の大気環境の状態について，行政資料や白書

をもとに調べ，知識を深める．問題の深刻さを把握

するために，数値だけで把握するだけではなく，そ

の当時の写真や記事を収集したり，ヒアリングを

行って，環境問題を実感できることが大切である．

手順2-1：汚染物質の排出源と年代の特定

　都道府県や市町村が発行している環境白書などを

参考に，大気汚染物質を選んで排出源を特定する

（本例では窒素酸化物）．汚染地図を作る年代は，

一つの年代だけではなく，いくつかの年代について

作成するほうが，相互の比較することで汚染源の変

遷を把握でき，今後の予測につなげることができる

ので有効である．

手順2-2：大気汚染物質の排出量の推計

　自動車と工場から排出される大気汚染物質，ここ

では窒素酸化物の排出量を推計する．厳密には，交

通シミュレーションや大気シミュレーションによっ

て検証することが必要になるが，本研究では教育の

現場での普及を念頭に置いているので，誰にも入手

可能なデータを用いて，電卓レベルで計算できるこ

とを縛りとして推計を行った．

　自動車の交通量については，道路交通センサスの

自動車交通量データと以下の式を用いて概算した．

車種別に求められた排出量を合計して，路線別に対

象地域の窒素酸化物排出量を概算する．

車種別窒素酸化物排出量（kg／年）＝２４時間交通

量（台／日）×対象地域の路線長（km）×排出係数

（g／台・km）×３６５（日／年）÷1000（g／kg）

次に，工場からの窒素酸化物の排出量は，地方公共

団体の環境白書で公表されている市域，府県域から

排出されている年間の窒素酸化物の量を用いて推計

した．メッシュ単位の排出量を知る必要があるが，

おおむね大気汚染防止法にかかる工場数に排出量が

比例すると仮定して，その割合で案分した．

　概算した大気汚染物質の排出量をブロックの個数

に換算する．ブロックを組み上げる際に一つの積み

上げる限界（40個程度）を考慮して，換算する（本

例では１つのブロックあたり２トン／年で換算）．

手順3-1：地形図を準備し，地域をメッシュにわける

　手順2-1で決めた年代ごとにその年代に近い国土地

理院の地形図を用意する．さらに用途地域図を重ね

合わせる．地形図をメッシュで区切って，汚染地図

の作成範囲と大きさを決める．組上がったブロック

を念頭において１辺を区切るメッシュの数を考える

（本例では１マスはおおよそ２００ｍ四方）．

手順3-2：地域メッシュを土地利用で色分け

　土地利用図とメッシュ図を重ね合わせて，メッ

シュの土地利用を決め色分けする．地域の骨格を示

す道路と河川・海を地図に示す（例では道路を赤

色，河川・海を青色で記入）．煙突有りの工場の位

置を記入する．後は，道路路線ごとに対象地域の

メッシュの数を数えて道路１メッシュごとの排出量

道路からの窒素酸化物排出量
工場からの窒素酸化物排出量

メッシュ化した地図

大気汚染の地図（設計図）

写真-1　ＳＣＰブロックの概要
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第１時　　「大気汚染ブロック作り」
1.「これから,西淀川区の大気汚染の状況をモデル
化した『大気汚染ブロック』を作成します。」

･｢キットは1968年,80年,95年の3種類です｡｣
2.「既に土台の部分は作成されています。黄色は
工業専用地域,白は工業地域,準工業地域，緑は
第一種住居地域,赤は道路，青は海・河川,を示
します。」

3.「設計図に肌色で示したのが工場排出のNOｘ,
赤色で示したのが自動車排出のNOｘです。数
字は排出量（積むブロックの個数）を示してい
ます。」

4.「今から各班ごとに,『大気汚染ブロック』を作
成してもらいます。設計図どおりに,速く正確に
作った班の勝ちです。全員で協力して作業を進
めよう。では,スタート！」

5．時間の終わりに「振り返りシート」を記入させ
る（感想,気づきの確認）。

１．1968年,80年,95年の３種類のキットを用意する。
・４〜６人程度のグループを編成する（３の倍数個）。
・あらかじめ,土台（土地利用と海・河川を示したブロ
ック）を,作成したものを用意しておく。

・各グループには,３種類のキットがあることを知らせ
る。

2.まず,土台の見方を確認しておく。　　　　　　　　
☆「大気汚染ブロック」ワークシート①（1）「土
台」の観察

　※『都市計画法』の用途地域について解説する。
3．「都市計画図」の実物があれば提示する。　　　
・設計図の見方を説明する。

4．キットの配置は,以下のように年代順に並べる。　
　（次時の観察をしやすくするため）　　

　※ブロックの数は，過不足無い様にしておく。
5．☆「大気汚染ブロック」ワークシート①　
　（２）作業後の観察，（３）感想・質問

ブ
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第２時　　「大気汚染ブロック観察」
１．（復習：「西淀川区の用途地域の確認」）
２.｢自班の大気汚染状況を確認しよう｡｣
３.「他班との相違点を比べてみよう。」
・「年代の違いでNOｘ量は，
どう変化しているか？」
・「予想をしてみよう。」
・「予想の根拠（仮説）を考えてみよう。」

１．復習：西淀川区の地形図を見て，工業専用地域，
第１種住居地域，道路を確認し，着色する。）

（プリント：「西淀川区の用途地域」）
２．まず,自分の班の「大気汚染」状況を確認する。
（工場排出,道路排出のどちらが多いか？　最も多い
排出地域はどこか？　など）　　　

３．次に他班との相違点を比べる。
※ワークシートを作成する。
　☆「大気汚染ブロック」ワークシート②
　１．３期の「ブロック」の比較。
　２．「ブロックの数（NOｘ量）を予想しよう！」
(1)NOx量の総量が最も多いのは，何年のブロック？
(2)NOx量の総量が最も少いのは，何年のブロック？
（理由）：予想の根拠（仮説）を明らかにする

検
証

第３時　　「未来への政策提言」
「未来の西淀川をよくするためには？」
１.仮説の検証
前時に続き｢ブロックの数調べ｣を行なう｡

１.仮説の検証
（「ブロックの数調べ」では，実際にブロックを取
り外して個数を数え，その後，再組み立てを行なう。
）

２.「大気汚染物質（NOｘ）排出を削減するための
解決策を考えよう。」
（９つの具体策から重要な順に選択する「ダイヤモ
ンド・ランキング」を活用）「ただ選択するだけで
はなく，選択理由を考えよう。」
３．政策の実施例の学習。
「Ｄのロード・プライシング」についてのビデオを
見よう。」
（ＮＨＫ「関西845」2001年11月９日放送）
・「ロード・プライシングは抜本的対策か？」
・「ロード・プライシングにより,迂回路の進入路
に隣接する本校の環境はどうなる？」
４．まとめ（阪大，松村より）
「工場は固定排出源なので，排出削減策は自動車よ
りも簡単。自動車は移動排出源であり，かつ便利な
乗り物なので，利便性を図りつつ，排出削減策を講
る必要がある。」
５．時間の終わりに「振り返りシート」を記入させ
る（感想,気づきの確認）。

２．大気汚染物質（NOｘ）排出を削減するための解
決策

☆「大気汚染ブロック」ワークシート③
（１）以下の政策提言（解決策）のうち，あなたが
重要と思うものから順に並べて下さい。

（２）そのように考えた理由。
※ 「ダイヤモンド・ランキング」の選択肢を考える
際は，特定の観点に偏らず，広い視点で具体策を
挙げる。

３．政策の実施例の学習。
・ ロード・プライシングにより,迂回路の交通量が増
加し,　迂回路の進入路に隣接する本校の環境が悪
化することに気づく。

４．まとめ
※話の要点をメモするように指示する。
・工場は固定排出源→排出削減は簡単。
・ 自動車は移動排出源かつ利便性がある。→利便性
を図らないと削減困難。

５．大気汚染ブロック授業についての感想，意見
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め

表-1　学習展開



を求めて，メッシュに書き込む．また，工場について

も煙突有りの工場数でわることによって工場１メッ

シュあたりの排出量を求めて，同様に記入する．

３．高校「環境学習」実践例

　「SCPブロック」教材の授業実践例として2001年11

月に大阪府立西淀川高校で実施した授業（全３時間）

の内容を紹介する．同校では，３年公民科（「現代社

会」）で，長年「環境学習」に取り組んでおり，折し

もこの時期には「西淀川公害」について学習してい

た．そこで３年地歴科（「地理A」）で，「SCPブ

ロック」教材を用いて，西淀川区の大気汚染状況につ

いて理解を深めることは，同時並行的に実施されてい

る「現代社会」の「西淀川公害」についての学習を理

解する上でも重要な試みとなると考えられる．

(1)学習目標

・ 日本の大気汚染の主な原因が，1960年代の「工場

排出」の汚染物質から，「自動車排出」の汚染物

質に変化し現在に至っていることを，大阪市西淀

川区の19 6 8年，80年，95年のデータを示した

「SCPブロック」の製作を通して理解する．

・ 高速道路や幹線道路の周辺で「自動車排出」の汚

染物質の排出が多いこと，汚染物質の局地的高濃

度の排出集中を防ぐ対策として，阪神高速道路公

団で実施されている「ロ－ドプライシング」政策

による他の高速道路への迂回策が考えられること

を理解する．

・ 地域の現状理解を基に「未来への政策提言」を考

えることができる．特に本単元では「ダイヤモン

ド・ランキング」により，９つの対策の内容を理

解すると同時に，好ましいと思うものから順位づ

けし，その理由を明確化できる．

・ グループ活動により互いに協力する．自分と異な

る他者の意見を尊重する．

(2)学習内容

　表-1に示すように授業に３時限をあてた．

第１時「SCPブロック作り」

　準備として，年代ごとの比較を容易にするため，異

年代のキットを並べて置いた．ブロックの作成にあた

り，土台の見方や設計図の見方を説明する必要があ

る．そこで特に「工業専用地域」等『都市計画法』の

用途地域について詳しく説明した．作業終了後（「大

気汚染ブロック」完成後），「振り返りシート」を記

入させ，感想や気づきを確認した）．

第２時「SCPブロック観察」

　前時の復習と本時の導入として「用途地域」を地形

図で確認した．観察では，まず自分の班の「大気汚

染」状況を確認した後，他班との相違点を比較考察さ

せた．最後に，各時期の「ブロック」の数の多寡を予

想し，根拠（仮説）を明らかにさせた．

第３時「未来への政策提言」

　前時の予想（仮説）の検証（「ブロックの数調

べ」）をした後，大気汚染物質の排出削減策を，「ダ

イヤモンド・ランキング」の手法を用いて考察した．

生徒各自が，９つの具体策を重要と思う順に選択した

（表-2）．また，本プログラムを受けていない別のク

ラスの生徒を対象に，同様のダイヤモンドランキング

を実施したところ，本プログラムに参加した生徒の方

が，自動車対策をより上位にあげる傾向があることが

わかった．

４．おわりに

　本研究では，これまで実施されてこなかった道路公

害を対象とした環境教育の教材として，ＳＰＣブロッ

クを開発し，高等学校での実践例を報告した．今後，

自動車と自らの生活との関連性を認識しづらい点や，

未来の交通計画を考えるに当たっての材料が不足して

いる点を補いながら開発を行っていきたい．
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表-2　具体策にあげた施策案

A．自動車の燃費改善．
B．低公害車や電気自動車の購入補助制度．
C．一人一人が，自動車の利用を自粛する．
D．「ロード・プライシング」の実施．
E．工場に高度な「脱窒装置」を設置させる法規制
F．工場を住宅地か臨海部に移転させる．
G．自転車道を作ったり，自転車を利用しやすくする．
H．自動車以外の公共交通機関の充実
Ｉ　．大気汚染が激しい地域では，幹線道路でさえも，
自動車が走れないよう法律で決める．


